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②測定方法

本研究は、データを収集するためにゲームを一度ＤＶＤに

録画し、後'三ITW生して私案の記録用紙に記録し、集計した。

illI定した項|]は以下の通りである。

･サーブの種類

サーブの種類をジャンプサーブ（強打サーブとコースを

狙ったサーブ）とジャンプフローターサーブワローターサー

ブ、その他に分類した。

･サーブの効果率

各サーブの結果についてサービスエース（ポイント)、Ｃ

カット返球け'１手がコンビネーション攻撃出来ない返球)、

Ａ･Ｂカット返球（村]手がコンビネーション攻撃出来る返球)、

サーブミスに分類した。

以上の項目について、各出現率、ポイント率、ポイントと

Ｃカット返球を合わせた効果率、ミス率を算出した。

1.はじめに

バレーボールにおいて近年のルール改正は目まぐるしく、

その中でも特にラリーポイント制が導入されてからは大'I1Wiな

時間短縮がもたらされたが、得点方法もかつてのサイドア

ウト制ではサーブ権を持っているチームのみに得点をあげる

機会があったものから、ラリーポイント制になり全ての局面

において得点が入るようになったことで、よりミスの少ない

チームが有利に試合を進めるようになった。

そういった状況の中で特に男子において、サーブの技術

は自らトスを高く上げてスパイク同様ボールにドライブn111iii

をかけるジャンプサーブが数多く用いられるようになってき

たが、1999年にラリーポイント制が導入された当初はサー

ブフォルト（ミス)でも相手チームに1点が入ってしまうため、

サーブの威力は弱まると予想されていた。

ところが各チームの大型化やバックアタックを含めた攻撃

パターンの多様化などにより攻撃戦術が進化したことや、ラ

リーポイント制により1点に対する重みが増したこともあり、

弱いサーブではなかなか相手から点数を取りきれないことか

ら、当初の予想に反してジャンプサーブの威力はますます高

まってきているといえる。

そこで本研究ではサーブの技術の'１１でもジャンプサーブ

の効果について着目し、その他のサーブと比較しながらゲー

ム分析を通して検討していくことにした。

3.結果及び考察

表ｌ各サーブの打数と出現率

サーフイ'腕ｌＰＪＳＣＪＳ 介筒ｌ

ｌＩ数158５８７２５８３４６

１１ＷA，#（ ４５６％１６８％２０８％１６８％

PJSパワージャンプサーブ（強打のジャンプサーブ）

CJSコントロールジャンプサーブ（コースをj１１つたややりりめの

ジャンプサーブ）

ＪＦジャンプフローターサーブ
Ｆフローターサーブ

2.研究方法

l）各サーブの１１１現率の比較

本研究において対象となった全てのサーブの打数は346

本であった。

表１は各サーブの打数及び出現率を示したものであるが、

最も出現率が高かったサーブは鹸打のジャンプサーブ（以下

①標本

本研究の標本は、2006年１１月に日本で行われた男子'11:界

選手権大会のうち、ＶＴＲ録画した日本対中国、［１本対ロシ

アの試合２ゲーム、１６セットである。

2１

サーブ秘類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計

打数 158 5８ 7２ 5８ 346

出現率 45.6％ 16.8％ 20.8％ 16.8％
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PJS）で全体の456％あり、コースを狙ったやや弱めのジャ

ンプサーブ（以下CJS）を含めたジャンプサーブ全体では

62.4％であった。

今回対象となった３チームのスターティングメンバーのう

ち、サーブを打たないリベロプレーヤーを除いた１８名｢''１２

名がジャンプサーブを打っていたことからも（日本３名、’１１

国５名､ロシア４名)､男子のトップレベルでは半数以上がジャ

ンプサーブを用いていることが明らかになった。

ジャンプサーブは1955年にポーランドの選手が初めて

行ってから、1984年のロサンゼルスオリンピックで銀メダル

を狸得したブラジルチームが２～３名のPJSを打たせるチー

ム戦術として用いて以来、世界的に取り入れられるようにな

り現在に至っているが、相手チームの攻撃を単調にするこ

とと、直接ポイントする目的でジャンプサーブの出現は多く

なってきているといえるだろう。

表３各チームのサーブ

日本チームの打数と出現率

二～綴三子
日本チームの効果率とミス率

サーブイ'iiiliH

ホイント率 =霊二F平円三E三二

-二二F二二厘F悪ﾖｺ悪二F雲罰工l＝
中国チームの打数と出現率

=LTIi雲藝'二F禾雲]=箕='三t牙亜表２各サーブの効果率とミス率

染孑ごWi票｜&9％ｆﾘ昊珸，仇 中国チームの効果率とミス率

サーブイＭｉＨ

ホイント率

ＪＦＰＪＳＣＪＳＦ

12.7％3.8％

Ⅵ裟皐卜率蝋撚|洲川％

ヱニF睾亙臣悪ﾖヱﾄﾞ亙円正巨i雲二’2）各サーブの効果率とミス率の比較

表２は各サーブの結果をそれぞれサーブポイント、'1Ⅱ手

チームがコンビネーション攻撃が出来ないＣカット、コンビ

ネーション攻撃が出来るＡ・Ｂカット、サーブミスの４つに

分けて集計し、ポイント率、効果率（ポイント率十Ｃカット

率)、ＡＢカット率、ミス率を算出したものである。

各サーブの効果についてみてみると、ポイント率、効果率

ともに高かったのはＰＪＳでそれぞれ89％と40.5％であった。

次いでＣＪＳ（ポイント率1.7％、効果率15.5％)、ＪＦ（ポイン

ト率０，効果率139％)、Ｆ（ポイント率1.7％、効果率8.6％）

のllllNであったが、ＣＪＳとＪＦではきほど効果の差はなく、Ｆ

は一番効果率が低かった。

次にミス率についてはこれもＰＪＳが26.6％と一番高く、

その他のサーブについてはほとんどミスがないという結果で

あった。

時速100キロを超えるＰＪＳはその他のサーブに比べて大

きな効果がある一方でミスも多いサーブでハイリスクハイリ

ターンなものであるといえる。しかしセッターにきっちり返

球されたコンビネーション攻撃はバックアタックを絡めると

常時４人攻撃がしかけられる状況になるため、多少のミス

はあっても相手攻撃を単調にするためにＰＪｓによってより

高い効果率を挙げることが現代バレーには重要といえるだろ

う。

ロシアチームの打数と出現率

二fliji雲鳫砺引三F王５コ三!=|夏
ロシアチームの効果率とミス率

ＪＦサーブイ11類ＰＪＳＣＪＳＦ
ホイント率 4.5％０

Ａ・Ｂカット率432％100％952％

ミス率182％

3）各チームのサーブの比較

表３はl]本、中国、ロシアチームの各サーブの出現率や

効果率をそれぞれ算出したものであるが、効果率やミス率に

ついてはロシアのＰＪＳのミス率が低いことと中国のＰＪＳの

ポイント率が高いこと、日本のＪＦの効果率が高いこと以外

は特に大きな叢はみられなかった。

しかし出現率についてはジャンプサーブを打つスターティ

ングメンバーが１１本３人､中国５人､ロシア４人と違いがあっ

たこともあり、ＰＪＳとＣＪＳを合わせたジャンプサーブ全体の

llI現率は'三1本が460％、中国809％、ロシア71.2％と日本と

他の２チームの差が大きくみられた。

日本チームの特徴はサーブ全体のミス率が低く、ＪＦやＦ

2２

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計
打数 5１ 2４ 4８ 4０ １６３

出現率 313％ 14.7％ 295％ 24.5％

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ

ポイント率 ％ ０ ０ ％

Ｃカット率

(効果率）

31.4％

(392％）

12.5％

(12.5％）

18.8％

(18.8％）

7.5％

(10.0％）

Ａ・Ｂカット率 31.4％ 83.3％ 792％ 90.0％

ミス率 29.4％ ％ ％ ０

サーブ櫛類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計

打数 6３ 2６ ３ 1８ 110

１１１現率 57.3％ 23.6％ ％ 16.4％

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ

ポイント率 ％ 1.7％ ０ L7％

Ｃカット率

(効果率）

31.6％

(405％）

１３８％

(155％）

13.9％

(139％）

69％

(8.6％）

Ａ・Ｂカット率 329％ 82.8％ 84.7％ 914％

ミス率 26.6％ 1.7％ 1.4％ ０

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ

ポイント率 12.7％ ％ ０ ０

Ｃカット率

(効果率）

302％

(42.9％）

19.2％

(23.1％）

０

(0）

56％

(5.6％）

Ａ・Ｂカット率 270％ 76.9％ 100％ 94.4％

ミス率 30.2％ ０ 0 ０

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計

打数 4４ ８ 2１ ０ 7３

出現率 603％ 10.9％ 28.6％ ０

サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ

ポイント率 ％ ０ ０ ０

Ｃカット率

(効果率）

34.1％

(38.6％）

０

(0）

4.8％

(48％）

０

(0）

Ａ・Ｂカット率 432％ 100％ 95.2％ ０

ミス率 18.2％ ０ ０ ０
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相手のブロックを揃わせないようにするなどの得点能力の差

が試合の勝敗を左右していくことになるだろう。

でコースをしっかりと打ち分けて、ＰＪＳで効果を狙ってくる

というチーム戦術である。

中国チームはジャンプサーブの出現率が高いことからも、

サーブ全体のミス率が高い一方で、効果率も高いというある

程度のミスは覚`悟の上で勝負を賭けてくるというチーム戦術

であった。

ロシアチームはやや力を抑えたＰＪＳを打ち込んでいたよ

うで、自分のチームの高いブロックや攻撃力で相手を押さえ

込むためにミスの少ないサーブを打っていたと思われるが、

相手が互角以上のチームであればもう少しミスを覚悟の上で

のより強いＰＪＳを打ち込んでいたと予想される。

以上のように各チームのサーブの特徴を述べてきたが、こ

れは対戦相手や自分のチームの特徴（ロシアチームの高い

ブロックや日本チームのディフェンス能力など）によっても

打ち方の違いがあるものと考えられる。

日本チームは高さ、パワーの面では他国と劣る部分があ

るため、あと１人はＰＪＳを打てるスターティングメンバーを

増やし、効果率を上げると同時にミスも対戦相手より少なく

抑えることが得点能力を上げるための要素となりうるであろ

う。
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4.結論

以上のように本研究では、現在の男子のトップレベルに

おいてスピードガンで速度表示が出るなど主流になっている

ジャンプサーブの効果について考察を進めてきたが、ジャン

プサーブの中でも強打のジャンプサーブ（PJS）は、その他

のサーブに比較して直接ポイントを挙げたり、相手のレシー

ブを崩して単調な攻撃にさせるという大きな効果（効果率

約40％、他サーブ約１０％）がある一方で、ミスも多い（約

30％、他サーブほぼ0%）ことが判明した。

また各チームにおいてもレシーブ専門のリベロプレーヤー

を除いたスターティングメンメンバー６名のうち、３名以上

は確実にジャンプサーブを用いていることから、ジャンプ

サーブの出現率も高いことが明らかになった。

チームによってはミスを覚悟の上でジャンプサーブを

１００％近い力で打たせるチームと８０％位の力で確立よく打た

せるチームの２通りあるが、これは対戦相手や味方チームの

ブロック、レシーブといったディフェンス能力、また試合で

の得点経過などによってもサーブの打ち方を変える場合があ

るといえる。

したがって他のサーブと比較してハイリスクハイリターン

であるジャンプサーブをどのように打たせるかがチーム戦術

として重要な要素といえるであろう。

今後もサーブの威力は増していくと考えられるが、そうい

う状況の中で強打のジャンプサーブをコンスタントに打たれ

た場合は、レシーブを高い確立でセッターに返球することは

困難になるため、レシーブが崩れた状況での二段トスを打ち

切るエースの決定力やあらゆる返球からでもトスを速くして
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